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福祉有償運送運転者および
セダン等運転者講習会
　NPO法人などが行う障がい者や高齢
者の移動サービス活動で福祉車両など
を運転する場合に受講が必要な、国土
交通大臣認定の運転者講習会です。
第一種運転免許を所有する26歳以上

の方（第二種運転免許所有の方はご相
談ください）
NPO法人みたかハンディキャブ
10月2日㈯・3日㈰午前9時～午後5時
みたかボランティアセンター、周辺道路
5,000円
9月18日㈯までに同事務局☎41-01

85・ 41-0274・ m-cab@parkcity.ne.
jpへ
武蔵野大学
「省エネルギー管理講座」
　講座修了者には履修証明書を発行し
ます。希望者は同大学大学院環境学研
究科環境学専攻（社会人1年制）に優先
入学が可能です（学費の減免あり）。
各事業所で省エネルギー対策などの

立案やマネジメントに携わる方、これから
専門知識を身に付けたい方、10人程度
10月2日～平成23年2月19日の①毎週
水曜日午後6時20分～9時30分、②毎週
土曜日午前10時30分～午後4時10分
同大学三鷹サテライト教室
教材代は実費
9月17日㈮までに指定の申込用紙を郵

送またはファクスで「〒202-8585西東京
市新町1-1-20武蔵野大学社会連携セ
ンター学術事業事務室」・ 042-468-
3211へ（申込多数の場合は書類選考）
※申込用紙は同センターに請求してくだ
さい。同大学ホームページ http://
www.musashino-u.ac.jp/からもダウンロ
ードできます。
同センター☎042-468-3222・ lifelo

ng@musashino-u.ac.jp、三鷹市企画経
営課☎内線2113
ことばと文化講座
「中国コース・韓国コース」
　外国語を学びながら、その国の社会・
歴史・サブカルチャーなどの文化を紹介

します。講師は①国際交流協会理事の
王迺鋼さん、②東京女子大学講師の姜
勝薫さん。
㈶三鷹国際交流協会
各コースの言語を初めて学習する方、

各20人（最少催行人数5人）
①中国コース＝10月2日～12月4日の毎

週土曜日午後7時30分～9時（全10回）、
②韓国コース＝10月6日～12月15日の毎
週水曜日午後7時～8時30分（11月3日を
除く全10回）
同協会
いずれも10,000円（教材代を含む）
直接または電話・ホームページで同

協会☎43-7812・ http://www.mishop.
jp/へ（先着制）
親子料理教室
「1・2・3でいただきます！」　
　料理を作ってみんなで食べる大切さ、
楽しさを親子で体験しよう！
市内在住の4歳～就学前のお子さんと

保護者12組（2人1組）、保育8人
①保護者講習会（講習と調理実習）＝

10月5日㈫、②親子料理教室＝10月9日
㈯、いずれも午前10時15分～午後1時30
分（全2回）
連雀コミュニティセンター
1組500円（材料代）
エプロン、三角きん、手ふきタオル、

ふきん、台ふきん
9月6日㈪～28日㈫午前9時～午後5

時に総合保健センター☎46-3254へ（申
込多数の場合は年長児を優先）
市民ライター講座第2弾「あなた
にもさすが！と言われる記事が書
ける」―プロに教わる伝える記事
の書き方、写真の撮り方― 
　講師はいしぷろ代表の石井栄子さん、
写真家の橋本和典さん。
NPO法人みたか市民協働ネットワーク
市民活動や地域活動に関心のある方

30人、保育（1歳～未就学児）6人
10月7日～21日の毎週木曜日午前10時

～正午（全3回）
市民協働センター
2,000円

普段使用しているカメラ（10月21日の
み）。保育申込者はおむつ、着替え、飲み
物、おやつ

同センター☎46-0048・ 46-0148・
kyoudou@collabo-mitaka.jpへ。保育

は9月27日㈪まで（いずれも先着制）
※事前課題の「取材をイメージした写真」
（撮影状況は自由。デジタルの場合はデ
ータ、フィルムの場合はサービスサイズ
程度の紙焼き写真）を10月14日㈭までに
「〒181-0013下連雀4-17-23市民協働セ
ンター」へ。
絵画講習会
　講師は中間幹雄さん。
井の頭地区住民協議会
初心者20人
10月7日～21日の毎週木曜日午前10時

～午後0時30分（全3回）
井の頭コミュニティセンター本館
水彩絵の具、筆、水入れ、スケッチ

ブック（F8）、2B以上の鉛筆
9月8日㈬から直接または電話で同

センター☎44-7321へ（先着制）
羊毛てづくりボランティア
養成講座
　講師は羊毛メイクインストラクターの西
岡ゆう子さん。
在勤・在学を含む16歳以上の市民で

講座終了後にボランティア活動が可能
で、全回出席できる方20人
10月7日～11月11日の毎週木曜日午後1

時30分～3時30分（全6回）
社会教育会館
1,500円（教材代）
9月6日㈪～10日㈮午前9時30分～

午後5時に直接または電話・インターネ
ットで同館☎49-2521・ http://www.
pf489.com/mitaka/webkm/（生涯学習
システム）へ（申込多数の場合は抽選）
「こと・尺八・篠笛・三味線・長唄」
講習会
　練習曲は「さくらさくら」「六段の調」「千
鳥の曲」など。初心者や正座のできない
方も歓迎。希望者は11月13日㈯に芸術
文化センター星のホールで開催される「市
民文化祭邦楽演奏会」に出演できます。
三鷹市邦楽連盟
在勤・在学を含む小学3年生以上で、

なるべく全回出席できる市民、各楽器10
人程度
10月16・30日、11月6日の土曜日、初
心者＝午後1時～3時、経験者＝午後3
時～5時（全3回）
社会教育会館
500円（1回）、大学生以下は無料
お持ちの方は琴の爪、ばち

9月15日㈬までに大浦☎・ 45-33
77、杵屋☎・ 47-2258へ
音訳技術講習会（初級）
　講師は高橋久美子さん。目の不自由な
方が読書を楽しめるように、印刷された
情報を音声に変換する技術を学びます。
図書館が障がい者の方に提供してい

る「DAISY」などの録音図書の作成や対
面朗読サービスにボランティアとして協
力でき、全回参加できる方20人
10月26日～平成23年1月18日の毎週火
曜日午後2時～4時（11月16・23日、12月21・
28日、1月4日を除く全8回）
※予備日は平成23年1月25日㈫。
三鷹図書館
9月7日㈫午前9時30分～28日㈫午後

5時に同館☎43-9151へ
※月曜日と第3水曜日の休館日は、市役
所の代表番号から三鷹図書館へおかけ
ください。

都営住宅（シルバーピア）の入居者
（地元募集）
◆募集内容　市内の単身者向け空き家
3戸、2人世帯向け空き家1戸。
◆入居資格　①申込者が65歳以上で市
内に継続して3年以上居住していること、
②単身者向けは原則として申込時に親
族と同居していないこと、③2人世帯向
けは65歳以上の同居親族がいること（配
偶者はおおむね60歳以上）、④所得が基
準値内であること、⑤住宅に困っている
こと、⑥申込者または同居親族が暴力団
員でないこと。
◆申込書・募集案内の配布　9月6日㈪
～13日㈪にまちづくり推進課（市役所5
階）、市政窓口で配布。
9月15日㈬（必着）までに「〒181-8555ま

ちづくり推進課」へ（窓口での申し込み不
可）
同課☎内線2867
三鷹市シルバー人材センターの会員
　入会希望者への事業紹介と説明。事
前に資料を希望する方はご連絡ください。
健康で働く意欲のあるおおむね60歳

以上の市民
9月14・28日の火曜日午前9時～11時

（途中入場不可）
同センター
同センター☎48-6721・ http://

www1.parkcity.ne.jp/mitakasc/sc_
kaiinnaru.htmlへ
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第47回  ツマグロヒョウモン
 （褄黒豹紋）
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